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佐藤友則 :Vth Asian Pacific Phycological Forum大会参加記

2008年 11月 10から 14日までの 5日間， Asian Pacific 

Phycological Forum (APPF)の第 5回大会がニュージーラ

ンドの首都，ウェリントンにあるヴィク トリ ア大学において

行われました。

日本とは季節が逆のニュージーランドでも I1月は気温が

まだ低く，少し肌寒い陽気ではありましたが，これからやっ

てくる夏に向けて活気に満ちた雰囲気が街中から感じられる

ようでした。そのような中で‘行われた本大会は主に第 1，第

2会場に分かれて口頭発表が行われ，ポスター発表は 2日目

(11日)と 4日@ (13日)にそれぞれ奇数と 偶数番号 とに

別れて発表が行われました。

開会式では挨拶に続いて，現地の先住民であるマオ リ族の

歓迎の歌が披露されました。英語の苦手なわたしには挨拶の

内容の半分すら;理解することはできませんでしたが， EI本と

は異なる式典の雰囲気にこれから始まる学会への期待と不安

の気持ちが高まるようでした。その後の口頭発表には興味あ

る分野に絞っていくつか視聴することにしま した。流石にネ

イティプな英語となるとヒアリングが難しく，主にスライド

だけから内容を把握する場合が多かったのですが，わた しに

とって今回が初めて参加する海外の学会であったため，会場

の雰囲気や海外では現在どういった研究がなされているかを

知る こと ができただけでも大きな刺激となりました。そして，

ポスタ一発表ではクリプト藻のヌクレオモルフの分裂期にお

ける形態学的観察と DNA合成期の解析というテーマで、わた

しも発表させていただきましたが，驚いた ことにこの発表の

最中にビールやワインが供され，さながら立食パーティ ーの
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ような形式で発表が行われていたのです。わたし自身お酒好

きなので非常'に嬉しいサービスでしたが，改めて文化の違い

を認識さ せ られる 出来事で した。そして，わたしの発表の

ほうは Melbourne大学の JOI1OWest先生や KonεJU大学の

Gwan Hoon Kim先生といった方々に下手な英語ながらも聞

いていただくことができ，また東京大学の野崎先生や山形大

学の原先生といった方々にも日本語の発表を聞いていただく

ことができました。いろいろなご意見 ・ご質問を頂くことが

でき，その後の修士論文のまとめとして参考にさせていただ

いております。また，今回の学会では口頭発表 ・ポスタ一発

表合わせて 200以上の発表があり，アブストラクトを一見し

ただけなのですが，日本の学会に比べて環境や生産分野に寄

与する応用的な発表が多いように感じられたのが，本大会の

印象でした。

最後になりますが， APPFの第 6回大会は GwanHoon 

Kim先生がホス トとなり韓国の Kon釘u大学で 2011年に行

われます。今回の APPFの第 5回大会を運営 ・組織した大

会スタッフ にこの場を借りて感謝するとともに，次回開催の

韓国でも同じように素晴らしい大会である ことを期待してお

ります。
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